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研究成果の概要（和文）：．日髙変成帯上部層変成岩類が広く分布する札内川及び猿留川の片麻岩から分離した
ジルコンについてU－Pb年代測定を行った．札内川の黒雲母片麻岩では，ジルコン再結晶リムにおいて40 Ma前
後，コアでは，53 Ma前後の最若粒子加重平均年代が得られた．猿留川の菫青石黒雲母片麻岩では，ジルコン再
結晶リムにおいて36 Ma前後，コアでは，47 Ma前後の最若粒子加重平均年代が得られた．従って，日高変成帯上
部層の原岩（砂岩及び泥岩）は53ｰ47 Ma以降に堆積し，40ｰ36 Ma前後に変成作用を受けたことが明らかとなり，
19 Ma前後の変成作用を受けた変成帯下部層とは履歴が異なることが明確となった．．

研究成果の概要（英文）：  Zircon U-Pb age datings for the metamorphic rocks in the upper sequence of
 the Hidaka metamorphic belt were carried out. The zircon U-Pb ages of biotite gneiss in the 
Satsunai River were 39.6 +/- 0.9 Ma for overgrowth rims (weighted average of a youngest age group) 
and 53.1 +/- 0.9 Ma for detrital cores (weighted average of a youngest age group). 
  Zircon U-Pb ages of cordierite-biotite gneiss in the Saruru River were 35.9 +/- 0.7 Ma for 
overgrowth rims (weighted average of a youngest age group) and 46.5 +/- 2.8 Ma for detrital cores 
(weighted average of a youngest age group). Based on the U-Pb ages, the upper sequence of the Hidaka
 metamorphic belt was metamorphosed at around 40-36 Ma. Also, the protolith of the biotite gneiss 
and cordierite-biotite gneiss (sedimentary rock) should be formed after ca. 53－47 Ma. 
  Therefore, the upper sequence of the Hidaka metamorphic belt has different history from the lower 
sequence, in which main metamorphism had taken place at around 20ｰ19 Ma.

研究分野： 地質学，岩石学，構造地質学，地球年代学

キーワード： 北海道中軸帯　日髙帯　常呂帯　日髙変成帯　中の川層群　U-Pb年代　ジルコン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　日高変成帯は島弧地殻の衝上断片と考えられており，グラニュライトから非変成堆積岩類までが連続して観察
できる世界的に見ても貴重な地質帯である．
　日高変成帯は下部層（グラニュライトー角閃岩相）及び上部層（角閃岩相ー緑色片岩相）に区分され，50 Ma
前後の変成作用で形成されたと考えられていた．しかし，近年，下部層の深成・変成岩類から20ｰ19 Ma前後のジ
ルコンUｰPb年代が相次いで報告され，年代の再検討が求められている．そこで，日高変成帯上部層の変成岩類の
ジルコンUｰPb年代を測定し，上部層の変成年代（40ｰ36 Ma前後）を確定するとともに原岩の堆積年代（53ｰ47 Ma
以降）を明らかにした．
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１．研究開始当初の背景 

日高変成帯は島弧地殻の衝上断片と考えらており（小松ほか，1986 など），非変成堆積岩類か
らグラニュライト相に達する高変成度変成岩類が連続して観察できる世界的に見ても稀な地質
体であり，島弧ないしは大陸地殻の成因を解明するための絶好の対象となっている． 1990 年代
に，日高変成帯の基本構造やその発達史は確立されたかと思われたが，2000 年以降，変成岩類
中のジルコンの U ｰ Pb 年代が報告されるようになり，日高変成帯下部層（高変成度側）の主要
変成作用の時期は 19 Ma 前後であることが明らかとなり（Kemp et al., 2007; Usuki et al., 2006），
従来の日高深成・変成作用の年代論（56 Ma 前後の主要深成・変成作用，Owada et al., 1991）の
見直しが必要となった．また，日高変成帯上部層は，中の川層群と漸移関係にあり，随伴する深
成岩類やホルンフェルスの年代が 37 Ma 前後を示すことから（Kemp et al., 2007；小野，2002），
変成帯下部層とは別のより古い時代の変成作用を被った地質体の可能性が浮かび上がってきた．
つまり，日高変成帯はこれまで，古第三紀に形成された一連の高温型の変成帯と考えられてきた
が，新第三紀のグラニュライト相を含む高変成度変成岩類と古第三紀に形成された角閃岩相か
ら緑色片岩相で非変成中の川層群に移化する低変成度変成岩類とが接合した地質体である可能
性がある（志村ほか，2015）． 
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２．研究の目的 

本研究では，日高変成帯上部層（低変成度側）を構成する砂泥質変成岩類及び深成岩類中のジ
ルコン粒子の U-Pb 年代を測定し，既存の K-Ar 年代と併せて，変成年代，変成岩類中のジルコ
ンの供給源及び深成岩類の形成年代を解析する．また，変成岩類の原岩である中の川層群のター
ビダイト砂岩中のジルコン U-Pb 年代を測定し，その供給源を解析する．これらの解析により，
日高変成帯上部層変成岩類の変成年代と原岩の供給源及び深成岩類の貫入年代が明らかになり，
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北海道中軸帯の地体構造区分やテクトニックセッティングの整理が急速に進むと考えられる．  

 

３．研究の方法 

① 既存資料の収集整理：これまでに公表された日高変成帯及び中の川層群に関連する文献や地
質図を収集・整理し，調査研究対象を絞り込む． 

② 野外調査：現地において，野外地質調査を行い，U-Pb 年代測定用試料（日高変成帯上部層砂

泥質変成岩類，深成岩類及び変成岩類の原岩である中の川層群堆積岩類）採取を 2 ヶ年計画
で実施する．最終年度は，補足調査を行う． 

③ 室内分析およびまとめ：採取された試料を分析し，既存データとあわせて取りまとめを行う．
①②③の結果を整理総合し，日高変成帯の新たな構造発達史を明らかにする． 

  
４．研究成果 

．日髙変成帯上部層変成岩類が広く分布する札内川及び猿留川の片麻岩から分離したジルコン

についてU-Pb年代測定を行った．札内川の黒雲母片麻岩では，ジルコン再結晶リムにおいて40 

Ma前後，コアでは，53 Ma前後の最若粒子加重平均年代が得られた（高橋ほか，2018）．猿留

川の菫青石黒雲母片麻岩では，ジルコン再結晶リムにおいて36 Ma前後，コアでは，47 Ma前後

の最若粒子加重平均年代が得られた．従って，日高変成帯上部層の原岩（砂岩及び泥岩）は53-

47 Ma以降に堆積し，40-36 Ma前後に変成作用を受けたことが明らかとなり，19 Ma前後の変成

作用を受けた変成帯下部層とは履歴が異なることが明確となった 
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